
日時 令和３年５月２９日（土）１３：００～１６：３０

オンライン開催（参加無料）
※web会議の接続情報は、お申込みの際に入力いただいたメールアドレス
に前日までに送付します。

主催 一般社団法人教育環境デザイン研究所
※一般社団法人教育環境デザイン研究所は，三宅なほみ先生の遺志を継いで平成28年に設立。令和３
年４月からCoREFプロジェクト推進部門を新設し，産学官連携による協調学習の授業づくりプロジェクト
支援のハブとしての取組を開始しました。

協力 東京大学高大接続研究開発センター高大接続連携部門
株式会社内田洋行

5月29日に三宅なほみ先生の7回忌を迎えます。そこで，CoREFの「自治体との連携による協調学習の
授業づくりプロジェクト」の11年間の取組を振り返るシンポジウムを行います。私たちが先生の「学習科
学」をどのように解釈し，何を課題と見定め，どのような成果を挙げてきたかを整理し，それを手掛かり
に，すべての人の学びと教育の未来を拡げるために何ができるかを共に考える機会としたく存じます。

12：00- 受付 （接続開始） ※開始前には三宅なほみ先生の講演ビデオ等を流します。

13：00-
13：15

趣旨説明
白水 始（国立教育政策研究所 副部長・総括研究官／一般社団法人教育環境デザイン研究所 理事）

13：15-
13：55

成果報告 科研費基盤研究S「評価の刷新」研究を中心に
私たちは，子どもたちが主体となって対話を通して学びを深める「協調学習」をどうデザインし，そこでの学びを見とって次に生かすよう
になってきたか－先生が学び合う場としての「授業研究」とそれを支える「テクノロジ」の進化と成果を語ります。また，その営みのサイクル
を「テスト」に適用した時に，それをどう子どもたちの学びの見とりに活かせるかを再考します。
《報告》 実践班： 齊藤 萌木（東京大学 特任助教／一般社団法人教育環境デザイン研究所 研究員）

システム開発班： 白水 始
テスト検証班： 益川 弘如（聖心女子大学現代教養学部 教授）

14：00-
14：25

パネルディスカッション① 学びと評価
三宅先生のことばに「（人は）人が賢くなっていく過程をじっくり，きちんと見たことがない」というものがあります。それでは，いまどこまで
「じっくり，きちんと見られるようになってきたか」，それで「人の学びの何がわかったか」，今後の課題は何かについて，授業や全国学力・
学習状況調査に絡めながら，じっくり議論します。
《パネリスト》 今村 聡子（東京医科歯科大学 副学長・事務局長） ／ 萩原 英子（安芸太田町立加計小学校 校長）

森田 智幸（山形大学大学院教育実践研究科 准教授） ／ 進行：齊藤 萌木

14：30-
14：55

パネルディスカッション② 学びを支えるテクノロジ
同様に「私にとって，教育におけるコンピュータの役割を考えるということは，…それを使ってどのような新しい『教え方』『学び方』ができ
るのかを考えることでなければならない」ということばがあります。いま世の中のテクノロジの使い方はどれほど旧来の教え方の延長線上
ではなく，「新しい」教え方や学び方をトライするものになっているかを議論します。

《パネリスト》 安斎 利洋（システムアーティスト） ／ 桐生 崇（文部科学省 大臣官房文部科学戦略官）
藤井 春彦（川口市立高等学校 政策アドバイザー）／免田 久美子（安芸太田町教育委員会 主幹）／進行：益川弘如

15：00-
15：25

パネルディスカッション③ 学びの未来を育てる行政の役割
同様に「教育の未来は私たちがみんなで育てます」ということばがありますが，どれくらい私たちは，すべての人が同じ問題を共有し，対
等にかかわり合いながら，教育の未来を育てる営みに従事できているか，またその場のデザインはどう工夫できるかを議論します。
《パネリスト》 石川 薫（埼玉県教育局県立学校部 副部長） ／ 勝野 正章（東京大学大学院教育学研究科 教授）

小出 和重（埼玉県立川口北高等学校 校長） ／ 藤原 文雄（国立教育政策研究所 初等中等教育研究部 部長）
進行：飯窪 真也（一般社団法人教育環境デザイン研究所 主任研究員／東京大学 特任研究員）

15：30-
16：00

パネルディスカッション④ ビジョン～学びと教育の向かう先を描く～
同様に「人の学びのゴールは，自らの生き方を自分で選択できる主体として生活できるよう，自分自身を育て続けてゆけるようになるこ
とだ」ということばがありますが，私たちは人が学ぶ「先」を学習者と教育者のインタラクションとして，どのように構想し，具現化していくこ
とができるでしょうか。ここまでの話を受けて，どんな子どもを育てたいか，そのためにどんな学びが必要か，そのために先生たちにどん
な学びが必要か，それを支える全体的な仕組みはどうあるべきか，それぞれの思いと今後の課題をいただきます。
《パネリスト》 石井 英真（京都大学大学院教育学研究科 准教授） ／ 合田 哲雄（文部科学省 科学技術・学術総括官）

畑 文子（一般社団法人教育環境デザイン研究所 研究員） ／ 進行：白水 始

16：00-
16：15

コメント
大久保 昇（株式会社内田洋行 代表取締役社長）／二見 吉康（安芸太田町教育委員会 教育長）／三宅 芳雄（元 放送大学 教授）

16：15-
16：30

お礼と今後に向けて
白水 始

お問い合わせ 東京大学高大接続研究開発センター高大接続連携部門

Tel 03-5841-3682 E-mail contact@coref.u-tokyo.ac.jp  Homepage http://coref.u-tokyo.ac.jp

参加申込

https://forms.gle/3VGKhd332MLbY7DF7

下記のURLもしくは右記の

QRコードからお申込サイト

にアクセスの上、必要事項

を送信ください。

【５/２６（水）締切】

本研究はJSPS科研費 JP17H06107の助成を受けたものです。

（登壇者はアイウエオ順）


